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コントローラーキャビネットのアクセス
コントローラーのフロントパネルを開くか取り外します。

A	コントローラーには、破壊行為を抑止し、コントローラー操作へ
の不正アクセスを防止するための外扉ロックが付属しています。
必要に応じて、付属のキーを使ってドアのロックを解除して
ください。

A

B

B	外装キャビネットの右側にあるハンドルを持ち、手前に引いて
ドアを開けます (左側に開きます)。

C	コントローラーのフロントパネルの右側にあるハンドルを持ち、
手前に引いてキャビネットを開けます (左側に開きます)。

BC

D	フロントパネルを取り外すには、コネクターをソケットからゆっく
りと引き抜いてフロントパネルからリボンケーブルを外します。

注意
リボンケーブルの着脱の際は、ソケットのピンを曲げない
ように注意してください。

E	フロントパネルを上に持ち上げ、下部のピン穴から下部の
コーナーピンを軽く押すと、フロントパネルを取り外せます。

E

D
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コントローラーの設置
	B注意：コントローラーを取り付ける前に、コントローラーの 
フロントパネルと、IVM 2 線式インターフェースモジュールや
ステーションモジュール (すでに取り付けられている場合) を
取り外してください。

A	水平器を使い、取り付け面を目の高さに合わせ、テンプレートを
テープで貼り付けます。5 つの取り付け穴のうち少なくとも 1 つ
を、間柱など固い所に合わせてください。

B	タップ工具 (または釘) とハンマーを使って、5 つの取り付け穴
マークから取り付け面にパイロット穴を開けます。テンプレート
を取り外し、取り付け面に穴を開け、必要に応じてウォール 
アンカーを取り付けます。

B 5X

A

C	1 本目のネジを上部中央の穴に差して締めます。そして、キャビ 
ネットの背面にある鍵穴の横のネジにコントローラーを掛けます。

D	コントローラーキャビネットの取り付け穴を残りのパイロット穴
と並べ、残り 4 本のネジをキャビネットの背面から取り付け面に
打ち込みます。

3

D 4X
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 IVM 2 線式インターフェースモジュールの設置
IVM 2 線式インターフェースモジュールは、LX-IVM コントローラー
の操作に必要なもので、すべての LX-IVM コントローラーに付属
しています。IVM モジュールは、コントローラーから 2 線式経路へ
電源を供給しインターフェースで接続します。

 IVM 2 線式インターフェースモジュール
IVM 2 線式インターフェースモジュールは、図のようにコントロー
ラーキャビネット内に水平に設置してください。モジュールは、
コントローラー背面上部にあるコネクター (モジュールスロット 1 
と 3) または下部にあるコネクター (モジュールスロット 2 と 4) の
いずれかに接続できます。

注意
ソケットのピンを曲げないように注意してください。

A	モジュール 底 面のコネクターをコントローラーの背 面に
付いているスロットの接続ソケットに合わせます。

A

B	モジュールをコントローラーの背面に慎重に固定し、カチッと
音がするまでしっかりと押します。

C	緑のアース線をコントローラー背面の左側にある接地用スペード
コネクターに接続します。

C

B

B注意：モジュールを取り外すときは、モジュールの左右にある 
4 つのリリースボタンを押しながら外します。
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屋外用配線の接続
ESP-LXIVM コントローラーは、2 線式経路を 4 つまで接続
できます。コントローラーは、複数の 2 線式接続を 1 つの 2 線式
経路として管理します。Rain Bird® の製品では、2 線式通信
ケーブルとして MAXI ケーブル、14 ゲージ AWG が必要です。

 2 線式ケーブルの接続
注意

 通信ケーブルは 2 線式接続ケーブルと同じ配線用パイプ
に設置しないでください。

A	ケーブルのシースを約 6 インチ (15.24cm) 剥き、内側の 2 本
の電線の端から絶縁体を約 5/8 インチ (1.58cm) 剥きます。
配線の正しい接続方法については、「配線接続と 2 線式
デバイスの接続」をご覧ください。

B	他にも配線が必要な場合は、コントローラーキャビネットの底面
にあるノックアウトを適宜広げてください。ドライバーなどの先
の尖った工具で、ノックアウトの「溝」に工具の先端を合わせ、
ハンマーなどでドライバーを叩いてノックアウトを外します。

B

C	キャビネットの底面に配線用パイプの継手を取り付け、その
継手に配線用パイプを取り付けます。

D	2 線式通信ケーブルを配線用パイプに通して、コントローラー
キャビネットに差し込みます。

C

D
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E	精密ドライバーで 2 本の配線の端を ESP IVM 2 線式インター
フェースモジュールの大きな2 線式経路端子に接続します。
終了したら、配線を軽く引っ張り、しっかり接続できていることを
確認します。

E

注意
2 線式デバイスが正常に機能するためには、配線の極を
正しく接続する必要があります。赤い配線を「RED1」と書
かれた端子に、黒い配線を「BLK1」と書かれた端子に接続
してください。

H 2 線式インターフェースが複数ある場合は、この手順を繰り
返して、他の IVM 2 線式インターフェースモジュールの端子
に接続します。

サージ保護と接地
ESP-LXIVM コントローラーと 2 線式経路は、正しくサージ保護、
接地してください。そうすることで、コントローラーや灌漑システム
の損傷を防ぎ、トラブルシューティング、修理時間、費用を大幅に
削減することができます。サージ保護や接地を行わないと、コントロー
ラーが故障したり、保証が無効になったりすることがあります。

C注記
LX-IVM コントローラーと IVM 2 線式インターフェース
モジュールは、正しく接地してください。そうすることで、
コントローラーや灌漑システムの損傷を防ぎ、トラブルシュー
ティング、修理時間、費用を大幅に削減することができます。
サージ保護や接地を行わないと、コントローラーが故障したり、
保証が無効になったりすることがあります。すべての接地機器
が地域の電気工事法に適合していることを確認してください。

A	8 ゲージ AWG (10mm) または 10 ゲージ AWG (6mm) 裸銅線
を IVM モジュールの接地ラグに接続します。 

A
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B	アース線の反対側の端を接地抵抗が 10Ω 以下のアース棒や
アース板に接続します。

B注意：灌漑システムにおける電子機器の接地に関する詳細
な情報とガイドラインは、American Society of Irrigation 
Consultants (米国灌漑コンサルタント協会、ASIC) のウェブ
サイト (www.asic.org/Design_Guides.aspx) に掲載されて
います。コントローラーの適切な接地についてご質問がある
場合は、Rain Bird のテクニカルサポート (1-800-724-6247) 
にお問い合わせください。

5/8 フィート x 
8 フィート 

(約 1.6cm x 20cm) 
長さの銅被覆の

アース棒

コントロー
ラーへ

溶接接続

2.4m
2.4m

4.5m

4 インチ × 
96 インチ 

(約 10cm x 2.4m) 
銅製アース板

地盤強化材
(必要な場合)

C	配線が完了したら、コントローラーキャビネット内への虫の侵入
を防ぐため、配線用パイプ上部に防水コーキングを充填します。

C

 コントローラーへの電源接続
アース線の接続
このシステムを機能させるためには、コントローラーを適切に接地
する必要があります。

C注記
サージ保護のため、必ず電源のアース線を接続してください。
コントローラーをアースに接続します。コントローラーを 10Ω 
以下の抵抗に接地しないと、コントローラーの保証が無効に
なります。
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電源の接続
ESP-LXIVM コントローラーには、コントローラーに接続された 
2 線式デバイスを動作させるために、電源電圧 (米国モデルでは 
120 VAC、国際および欧州モデルでは 230 VAC、豪州モデルでは 
240 VAC) を 24 VAC に下げる変圧器を内蔵しています。変圧器の 
3 線に電源線を接続してください。

C注記
感電すると、重傷または死亡の原因となることがあります。
電源がオフになっていることを確認してから、電源線を接続
してください。
電気配線の接続や配線の配置はすべて、適用される
建築基準法に遵守して行う必要があります。

A	フロントパネルを外すと、コントローラーキャビネットの左下隅
に変圧器配線コンパートメントがあります。右側のネジを外し、
カバーを引き抜くと配線コンパートメントが出てきます。

A

配線接続
120 VAC (米国) 230 VAC (国際)

黒の電源用配線 (ホット) →
 黒の変圧器用配線

黒の電源用配線 (ホット) → 
黒の変圧器用配線

白の電源用配線 (ニュートラル) 
→ 白の変圧器用配線

青の電源用配線 (ニュートラル) 
→ 青の変圧器用配線

緑の電源用配線 (アース) → 
緑の変圧器用配線

緑に黄色ストライプの電源用
配線 (アース) → 緑に黄色
ストライプの変圧器用配線

B注意：240 VAC 豪州モデルは、電源ケーブルを取り付けた
状態でお届けします。

B	3 本の引き込み線から絶縁体を剥がし、裸線を約 1/2 インチ
 (約 13mm) 露出させます。

C	変圧器の下、キャビネット底面のノックアウトを外し、配線
コンパートメントの底面入口に 1/2 インチ (13mm) の配線用
パイプの継手を取り付けます。

注意
240 VAC (豪州) ユニットは、電源ケーブルがすでに取り
付けられているため、配線用パイプは必要ありません。
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D	電源から引く 3 本の電線は、配線用パイプから配線コンパート
メントに通してください。

C

D

B 3X

3 線

E	付属のワイヤーナットを使って、適宜結線します。

E 3X

	C注記
サージ保護のため、必ずアース線を接続してください。 
コントローラーを接地していない場合、コントローラーの 
保証が無効になります。

F	配線が完了したら、コントローラーキャビネット内への虫の侵入
を防ぐため、配線用パイプ上部に防水コーキングを充填します。

F

G	すべての電線がしっかりと配線されていることを確認します。 
その後、変圧器の配線コンパートメントのカバーを元に戻し、 
ネジで固定します。
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 設置の完了
C注記

 感電を防ぐため、設置を完了する前にすべての供給電源が
オフになっていることを確認してください。感電すると、重傷
または死亡の原因となることがあります。

A	フロントパネルを取り外した場合は、上部のコーナーピンを
上部のピンホールに差し込み、下部のコーナーピンを下部の
ピンホールに押し上げて再度取り付けてください。

B	リボンケーブルのコネクターソケットに軽く押し込み、フロント
パネルに再接続します。

注意
 ソケットのピンを曲げないように注意してください。

A

B

C	電源を入れます。

B注意：初めてコントローラーの電源を入ると、使用する言語を
選択するようディスプレイに表示されます。詳細は、19 ページ 
の「言語選択ボタン」をご覧ください。

 バッテリー駆動中のプログラミング
ESP-LXIVM コントローラーのフロントパネルはバッテリーで駆動
するので、リモートプログラミングが可能です。この機能は、アクセス
しづらい場所にコントローラーが設置されているときに便利です。
現場にコントローラーを設置する前に、プログラム情報を入力する
こともできます。すべてのプログラム情報は不揮発性メモリーに
保存されるため、停電が起きても無期限で保存されます。

B注意：バッテリー駆動中、実行中のプログラムはすべてメモリ
内で実行し続けますが、電源が回復するまで散水は行われま
せん。バッテリーが切れると、残りのプログラムはキャンセル
されます。

A	フロントパネル背面の電池コンパートメントに新しいアルカリ 
9 ボルト電池をセットします。

A

B注意：リモートプログラミングを行うには、フロントパネルを
キャビネットから取り外してください。詳しくは、「コントローラー
キャビネットのアクセス」をご覧ください。

注意
フロントパネルを取り外した状態では、コントローラーは
灌漑やシステム診断を実行できません。リモートプログラミング
が完了したら、すぐにフロントパネルをコントローラーの AC
電源に再接続してください。
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IQTM 中央制御システム
LX-IVM を含め、Rain Bird LX コントローラーは、アップグレードする
ことで IQ 中央制御システムとの通信が可能になり、コンピューター、
タブレット、スマートフォンから複数の Rain Bird LX コントローラー
のプログラミングと監視を行うリモート通信機能を利用できます。

IQ™ ネットワーク通信カートリッジ
この説明書では、NCC カートリッジの取り付けと、IQ 中央制御
システムと通信を行うための設定について説明します。
ネットワーク通信カートリッジは 3 種類あります。
• IQNCCEN イーサネットカートリッジ
• IQ3G-USA モバイル通信カートリッジ
• IQNCCRS RS-232 カートリッジ

 NCC カートリッジの取り付け (省略可)
A	コントローラーの外側のドアと内側のフロントパネルを開きます。

フロントパネル背面にあるカートリッジベイのカバー上部のラッチ
を押して取り外してください。

A

B	IQ ポートのケーブルまたはアンテナをカートリッジに接続します。
このケーブル / アンテナで IQ コンピューターとの通信を行います。

B注意：NCC カートリッジに付属の説明書に従って、IQ 中央制御
システムに接続します。

C	NCC カートリッジのリボンケーブルをカートリッジベイ左上の
ナイフエッジコネクターに接続します。

注意
リボンケーブルの赤い端が、コネクタの左側に向いている
ことを確認します。

C
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D	NCC カートリッジは、底面の 2 つのヒンジがカートリッジベイ
の底面にあるヒンジの開口部にはまる向きにしてください。その
後、カートリッジをそっと持ち上げて、上部のラッチをカチッと
はめ込みます。

D

E	カートリッジのコネクターケーブルを、コントローラーフロント
パネル背面のケーブルチャネルに通します。

E

NCC カートリッジの設定
セットアップウィザード

コントローラーのダイヤルを［詳細設定］に
合わせます。

A	［IQ / ADVANCED (IQ / 詳細)］画面で、下矢印ボタンを
押して［Confi gure Cartridge (カートリッジの設定)］を選択し、
［Next (次へ)］を押します。 

B	［IQNCC-RS Cartridge (IQNCC-RS カートリッジ)］画面で
［Setup Wizard (セットアップウィザード)］が選択された状態
で、［Next (次へ)］を押します。

A IQ / ADVANCED

Next

About this LX-IVM
Configure Cartridge
Factory Defaults
Store/Recall Programs

B IQNCC-RS Cartidge

IQNet Alarms
Status
NCC Configurator
Setup Wizard

Next
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C	［IQNCC-RS Setup (IQNCC-RS のセットアップ)］画面で、 
［＋］と［－］を押してサテライトの種類を選択し、［Next (次へ)］
を押します。

C IQNCC-RS Setup

Connects to IQ
Direct

Satellite Type

NextBack

ダイレクトサテライト
A	選択した IQ サテライトのアドレスが確認画面に表示されます。

［Next (次へ)］を押します。

B	［IQ Port (IQ ポート)］画面で、［＋］と［－］を押してポート 
オプションを選択し、［Next (次へ)］を押します。

A IQNCC-RS Setup
Direct Satellite

NextBack

Address

001

B IQNCC-RS Cartidge

IQNet Alarms
Status
NCC Configurator
Setup Wizard

Next

C	次のステップでは、NCC 設定ツールを使用して新しいサテライト
を設定します。

C Go to

Configure Satellite
NCC Configurator to

Dismiss

サーバーサテライト
A	［IQNCC-RS Setup (IQNCC-RS のセットアップ)］画面で、 

［＋］と［－］を押して［Server (サーバー)］を選択し、［Next  
(次へ)］を押します。 

B	選択した IQ サテライトのアドレスが確認画面に表示されます。
［Next (次へ)］を押します。

A IQNCC-RS Setup

NextBack

Client Satellites
Connects to IQ and

Server
Satellite Type

B IQNCC-RS Setup
Client Satellite

NextBack

Address

001

C	［IQ Port (IQ ポート)］画面で、［＋］と［－］を押してポート 
オプションを選択し、［Next (次へ)］を押します。 

D	［Radio Port (無線ポート)］画面で、［＋］と［－］を押してポート
オプションを選択し、［Next (次へ)］を押します。 

C IQNCC-RS Setup

IQ Direct Connect
IQ Port

NextBack

D IQNCC-RS Setup

Radio Installed
Radio Port

NextBack

E	［CM Port (CM ポート)］画面で、［＋］と［－］を押してポート 
オプションを選択し、［Next (次へ)］を押します。 

F	次のステップでは、NCC 設定ツールを使用して新しいサテライト
を設定します。

E IQNCC-RS Setup

Module Installed
CM Port

NextBack

F Go to

Configure Satellite
NCC Configurator to

Dismiss
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クライアントサテライト
A	［IQNCC-RS Setup (IQNCC-RS のセットアップ)］画面で、 

［＋］と［－］を押して［Client (クライアント)］を選択し、［Next 
(次へ)］を押します。 

B	選択した IQ サテライトのアドレスが確認画面に表示されます。
［Next (次へ)］を押します。

A IQNCC-RS Setup

NextBack

Client Satellites
Connects to IQ and

Client
Satellite Type

B IQNCC-RS Setup
Client Satellite

NextBack

Address

001
[Range: 002 to 256]

C	［Radio Port (無線ポート)］画面で、［＋］と［－］を押してポート
オプションを選択し、［Next (次へ)］を押します。 

D	［CM Port (CM ポート)］画面で、［＋］と［－］を押してポート 
オプションを選択し、［Next (次へ)］を押します。 

C IQNCC-RS Setup

Radio Installed
Radio Port

NextBack

D IQNCC-RS Setup

Module Installed
CM Port

NextBack

E	［CM Port Termination (CM ポートの解除)］の画面で［ON］と
［OFF］を切り替え、［Next (次へ)］を押します。

E IQNCC-RS Stetup

Satellite is at end
of IQNet wire path

Only select ON if
ON

CM Port Termination

NextBackOn Off

NCC 設定ツール
コントローラーのダイヤルを［詳細設定］に 
合わせます。

A	［IQ / ADVANCED (IQ / 詳細)］画面で、下矢印ボタンを 
押して［Configure Cartridge (カートリッジの設定)］を選択し、
［Next (次へ)］を押します。

B	［IQNCC-RS Cartridge (IQNCC-RS カートリッジ)］画面で、 
下矢印ボタンを押して［NCC Configurator (NCC 設定ツール)］
を選択し、［Next (次へ)］を押します。

A IQ / ADVANCED

Next

About this LX-IVM
Configure Cartridge
Factory Defaults
Store/Recall Programs

B IQNCC-RS Cartidge

IQNet Alarms
Status
NCC Configurator
Setup Wizard

Next
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C	ディスプレイに機能の説明が表示されたら、［Next (次へ)］を 
押します。

D	オフモードが選択されていることが画面に表示されます。 
［On］ボタンを押します。

C NCC Configurator

and computer port
to IQCMYCABLE cable
Attach IQNCCNMC cable

NextBack

D NCC Configurator

toconnect.

On

NCC Configurator
Select ON to allow
Mode is OFF

Back

E	NCC 設定モードがオンになったことを知らせる確認画面が 
表示されます。 

E NCC Configurator

urator mode
NCC Config-

To Auto
To Cancel Turn Dial

ON

IQNCC-RS のステータス
コントローラーのダイヤルを［詳細設定］に 
合わせます。

A	［IQ / ADVANCED (IQ / 詳細)］画面で、下矢印ボタンを 
押して［Configure Cartridge (カートリッジの設定)］を選択し、
［Next (次へ)］を押します。

B	［IQNCC-RS Cartridge (IQNCC-RS カートリッジ)］画面で、 
下矢印ボタンを押して［Status (ステータス)］を選択し、［Next 
 (次へ)］を押します。

A IQ / ADVANCED

Next

About this LX-IVM
Configure Cartridge
Factory Defaults
Store/Recall Programs

B IQNCC-RS Cartidge

IQNet Alarms
Status
NCC Configurator
Setup Wizard

Next

C	確認画面に IQNCC-RS のステータスが表示されます。

C IQNCC-RS Status

Radio Disabled
CM Disabled

IQ IP Connection
Port 50005
Direct Satellite 001

Back
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IQNet のアラーム
コントローラーのダイヤルを［詳細設定］に 
合わせます。

A	［IQ / ADVANCED (IQ / 詳細)］画面で、下矢印ボタンを 
押して［Configure Cartridge (カートリッジの設定)］を選択し、
［Next (次へ)］を押します。

B	［IQNCC-RS Cartridge (IQNCC-RS カートリッジ)］画面で、 
下矢印ボタンを押して［IQNet Alarms (IQNet のアラーム)］を
選択し、［Next (次へ)］を押します。

A IQ / ADVANCED

Next

About this LX-IVM
Configure Cartridge
Factory Defaults
Store/Recall Programs

B IQNCC-RS Cartidge

IQNet Alarms
Status
NCC Configurator
Setup Wizard

Next

C	［IQNet Alarms (IQNet のアラーム)］画面に、処理が完了した
ことを示す確認画面が表示されます。

C IQNet Alarms

Alarms to display
There are no

Back
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